
（別紙様式４―１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

熊本県立牛深高等学校 平成２９年度学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
◎教育方針（校訓）：「敬愛」「勤勉」「創造」 
◎育てたい生徒像 

「志高く、夢に向かっていきいきと生きる生徒 
～他者への尊敬を忘れず、自己を大切にし、日々の努力を怠らず、健全な心身を養う。～」 

 

２ 本年度の重点目標 
（１） 人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 
（２） 豊かな人間性と品格を備えた生徒の育成 
（３） 生徒の未来を輝かせるキャリア教育の実践と学力の充実 
（４） 開かれた学校づくり・魅力あふれる学校づくり 
（５） 特色ある教育活動の実践と工夫 
（６） 学校の教育力を高める手立ての開発 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

 
 

 

学
校
経
営 

学校改
革のさ
らなる
推進 
 

教職員として 
の指導力及び 
業務遂行力の 
向上 
 

教職員の授業
力、生徒指導
力、進路指導
力及び担当業
務を遂行する
うえで必要な
技能の向上 

・運営委員
会の活性
化 

・ＯＪＴの
充実 

Ａ 学校評価アンケートの職
員の指導力関連項目の全て
で、生徒評価（４件法の上
位２件※以下省略）が前年
度を上回った（学習指導[８
９％、前年度+７％]、生活
指導[９６％、前年度+４
％]、進路指導[９１％、前
年度+３％]）。また、職員
アンケートにおいても同様
の結果であり、運営委員を
中心とした各分掌部の取組
が、職員の指導力、業務遂
行力の向上に結びついてた
結果と言える。 

危機管
理の徹
底 
 

危機管理能力
の向上 

事故やいじめ
の未然防止及
び自然災害へ
の的確な対応 

・日常に潜
む危機の
把握と情
報の共有 

・日常のチ
ェック体
制の向上 

Ｂ 学校評価アンケートの安
全、健康に関連する項目の
全てで、生徒評価が前年と
同じ又は上回った（施設・
設備の安全[８８％、前年度
+２％]、感染症対策[７９
％、前年度同値]、心のケア
[９１％、前年度+１％]）。
また、台風、大雪等の自然
災害への対応においても、
防災主任を中心に組織的な
対応を図ることができてい
る。 

課題としては、通学支援
タクシーを含む登下校中の
事故対応について、学校、
家庭、業者で情報を共有す
る必要がある。 

学校の
魅力創
造と発
信 

・新設学校と
しての魅力
の創造 

・魅力を伝え
るための効

・地域の中学
校生徒保護
者の本校に
対する理解
の深化 

・高校活性
化対策会
議の充実
（外部評
価の導

Ａ 本校への入学を希望する
中学生の割合が前年比で約
３割増加している。これ
は、中学校生徒、保護者、
職員の本校に対する理解を



果的な情報
の発信 

・本校への進
学希望者の
増加。 

入） 
・中学校、

地域に対
する情報
発信の強
化 

促進する取組（総合学科発
表会の実施、体験入学の充
実、地域イベントへの積極
参加、学校ＨＰ等での情報
発信）の成果と言える。 

  
 

学
力
向
上 

基礎学
力の定
着 
 

学習習慣の定
着 

家庭学習時間
の充実 

・家庭学習
時間調査 

・適量適切
な課題の
検討 

Ｃ 生徒の平均家庭学習時間
は２．２時間／１日（２学
期）となっており、１学期
と比較して０．３時間減少
している。また、学校評価
アンケート（生徒）の家庭
学習への意欲、習慣化の項
目についても、前年度評価
を下回っている[２６％、前
年度-８％]。 

これらの課題について
は、本年度から考査前の家
庭学習時間調査を開始し、
調査結果のデータとしての
活用を始めており、今後デ
ータ分析を進め、学習習慣
の定着に向けて対策を講じ
る予定である。 

教科指
導力の
向上 
 

わかる授業の
実践 

授業評価アン
ケート「よく
あてはまる」
「ややあては
まる」の割合
を92％以上に
（昨年度
90%） 

・教育セン
ター指導
主事等の
活用 

・公開授
業、授業
評価、教
科会がリ
ンクした
授業改善
システム
の構築 

Ａ 授業評価アンケートで
は、全調査項目の平均で９
５％の生徒が「よくあては
まる」「ややあてはまる」
と回答しており、当初の目
標を達成できている。外部
講師の活用や本年度取り組
んだ授業改善システムが機
能した成果と言える。 

一方、学校評価アンケー
トでは、学校の学力向上へ
の取組状況の評価におい
て、職員と生徒に若干の評
価の差[職員９６％、生徒８
６％]が見られるので、この
点の改善が課題である。 

 
 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

進路指
導力の
向上 
 

一人一人の進
路目標に対応
した指導の実
践 

進路希望の１
００％達成と
進路指導のノ
ウハウの継承 

・進学指導
及び就職
指導にお
ける課題
の抽出 

・適切な進
路情報の
提供 

・各種デー
タの分析
能力の向
上 

Ｂ 目標とする進路希望の１
００％達成を実現できた。
また、一人一人の進路目標
に対応した指導について
は、学校評価アンケート
（生徒・保護者）の「進路
面談の充実」「進路情報の
提供」の他、関連する項目
全てで前年度を上回ってお
り、それぞれの実践が充実
できていることを示してい
る。 

今後は、課外や模試等の
在り方について検討を加
え、より効果的に生徒の実
力を伸ばせるよう計画を立
てる必要がある。 

社会に
生きる
一員と

自己理解の深
化及び適切な
勤労観・職業

・基本的生活
習慣の定着 

・表現する、

・インター
ンシップ
事前・事

Ａ 学校評価アンケートで
は、生徒、保護者ともに約
８割（生徒８２％、保護者



しての
自覚を
高める 

観の育成 伝える力の
育成 

・働くことの
意義につい
ての理解 

後指導の
徹底 

・進路講演
会の実施 

・ＬＨＲの
充実化を
図る 

７７％）が、卒業後の将来
像についてしっかりと考え
ることができていると評価
している。この結果につい
ては、総合的な学習の時間
等での学習の他に、進路講
演会やインターンシップ等
の進路行事を通して社会に
貢献する意味や自己の適性
を考えることで進路意識を
高めた成果と言える。 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

「地域
を担う
人材」
の育成 
 
 

総合学科高校
として魅力あ
る特色作りを
推進する 
 
 
 
 

総合学科高校
に関する職員
研修を通し、
職員がより一
層総合学科高
校を理解する 
 
 
 

本校の活性
化・特色化
に向け協議
するととも
に各部・年
次をはじめ
とする校内
組織との連
携強化を図
る。 
 

Ｂ 学校評価アンケート（職
員）の項目「キャリア教育
の指導状況」「系列・科目
選択の指導状況」では、そ
れぞれ９６％［H29新項
目］、８４％[前年度８５
％]の職員が自身の指導が有
効であると感じている。こ
れは、総合学科に関する職
員研修を通して、職員の教
育課程や科目選択について
理解を深めることができた
成果と言える。 

一方、同じアンケート項
目での生徒評価が、職員評
価より低い[キャリア教育・
・８２％、系列・科目選択
・・８３％]結果となってお
り、引き続き関連する職員
の指導力を高める取組が必
要である。 

積極的な広報
活動を通し、
保護者・中学
生・地域住民
等へ本校に対
する理解を深
める 

本校の取組や
魅力を保護者
・中学生・地
域住民等に伝
え、入学生８
１人を目指す 

学校説明会
への積極的
な参加や学
校紹介等の
ＰＲ資料作
成 
 

Ａ 本校への入学を希望する
中学生（地域４中学、３年
生）の割合が前年比で約３
割増加している。これは、
学校説明会、体験入学等の
内容、方法に工夫・改善を
加える他、関係中学校の協
力を得ながら様々な機会に
本校の特色ある取組をＰＲ
できた成果と捉えられる。
また、第１回総合学科発表
会を行い、生徒の１年～３
年間の学習の成果を広く中
学生や地域住民等に発信で
きたことは大きな成果と言
える。 

 
 

 
 

生
徒
指
導 

 牛深高
校生と
しての
自覚と
誇りを
持って
行動で
きる生
徒の育
成 
 
 

基本的生活習
慣の確立 

・服装頭髪等
の指導の徹
底を行う 

・校歌斉唱の
機会を増や
し、愛校心
を育てる 

・自立的な生
活態度を身
に付けさ
せ、遅刻や
欠席を減少

・各種会議
等で情報
を共有
し、迅速
に対応す
る 

・全職員で
の指導を
徹底する 

・学校と家
庭との連
携を密に

Ｂ 学校評価アンケートの基
本的生活習慣の指導に係る
項目では、９割（生徒９６
％[前年度９２％]、保護者
９４％[前年度９０％]）を
超える生徒・保護者が本校
職員の指導を肯定的に評価
している。実際、遅刻・欠
席者や頭髪・服装違反者も
減少しており、クラス・年
次を中心とした日常指導の
徹底、職員間の情報共有が



 
 
 
 
 
 
 

させる した指導 この結果につながったと考
えられる。今後は、職員個
々の指導力を高めつつ、組
織としての対応力を一層充
実する必要がある。 

主体的な生徒
会活動 

各種委員会及
び部活動の活
性化 

・生徒主体
の活動の
継続 

・学校行事
等をとお
しての一
体感の高
揚 

Ｂ 学校評価アンケートの各
種委員会活動・部活動に係
る項目では、９割（生徒９
６％[前年度９３％]、保護
者９５％[前年度９０％]）
を超える生徒・保護者が本
校の活動が活発に行われて
いると評価している。実
際、学校行事を含め、委員
会活動、部活動ともに生徒
が主体的に活動する場面が
多くみられるようになって
いる。 

一方、一部の委員会活動
の場が作れていないところ
もあり改善が求められる。 

交通安
全・防
犯意識
の定着 

交通安全・防
犯教育の充実
と指導の徹底 

・交通事故、
交通違反と
もに“０”
を目指す 

・二重ロック
及び校内ロ
ッカー施錠
の徹底 

・交通ルー
ルの遵守 

・関係機関
と連携し
た校外の
交通指導
の徹底 

・定期的な
巡回指導 

Ｂ 年間を通して、原付免許
取得生徒の交通違反件数は
“０”で、事故に関しても
救急搬送等を必要とするよ
うな重大事故件数は“０”
であった。 

今後も引き続きこの状況
を維持するためにも、掲示
物、標語等を活用した啓発
活動を更に推進する必要が
ある。 

 

人
権
教
育
の
推
進 

 

 生徒・
職員の
人権意
識の高
揚と理
解 
 

人権侵害に対
して正しく向
き合い、自他
を大切にする
心の育成 

人権が尊重さ
れる学習活
動、人間関
係、環境づく
り 

・人権ＬＨ
Ｒの充実
と啓発作
品募集へ
の応募 

・職員研修
の充実と
実践 

Ｂ 学校評価アンケートの人権
意識に係る項目では、９１％
（前年度９２％）の生徒が、
人権の大切さを学び、それを
日常生活に生かしていると回
答している。一方、職員のア
ンケートでは、本校の教育活
動における人権的配慮につい
て、１６％（前年度０％）の
職員が十分ではないと回答し
ている。 

人権ＬＨＲについては、生
徒の人権意識の高揚に一定の
効果があったと評価できる
が、職員研修に関しては、さ
らなる工夫が必要である。 

自他の
“いの
ち”を
大切に
する心
を育む
指導 

自尊感情・共
生の精神の高
揚 

自他の“いの
ち”の尊厳を
深く考え、生
きていること
のありがたさ
を実感させる 

“いのち”
に関する
社会的課
題、自己
実現や社
会貢献に
係る教育
の実践 

Ｂ 学校評価アンケートでは、
９３％（前年度９１％）の生
徒が、本校に進学してよかっ
たと感じており、学習意欲、
規範意識に係る項目と同じく
昨年、一昨年から大きく割合
を増やしている。この背景に
は、生徒会活動や部活動の活
性化により、生徒が他者と協
力して課題を解決する機会が
増えたことで、自己有用感や
効力感を感じる機会が増えた



ことによると評価している。 
今後は、他者とのつながり

方（コミュニケーションスキ
ル等）の向上のために、教科
の授業等を含め全ての教育活
動で向上に取り組む必要があ
る。 

 

い
じ
め
の
防
止
等 

いじめ
の未然
防止 

自分の存在と
他人の存在を
等しく認め、
お互いの人格
を尊重する態
度の育成 

・他人の気持
ちを共感的
に理解でき
る豊かな情
操とコミュ
ニケーショ
ン能力の育
成 

・自己有用感
や充実感が
感じられる
学校生活づ
くり 

・生徒に関
する情報
の収集及
び共有 

・日頃の見
守りの徹
底 

・保護者と
の連携 

Ａ 学校評価アンケートで
は、９６％（前年度９５
％）の生徒が校則や決まり
事を守っていると回答して
いる。また、職員の生活習
慣やルール、マナーの指導
状況について９６％（前年
度９２％）の生徒がその指
導を肯定的に評価してい
る。心のアンケート（いじ
め防止アンケート）におい
ても、全員の生徒が学校生
活に不安を感じることなく
生活する様子が伺え、生徒
に互いを尊重しながら生活
する態度が育っていると評
価できる。 

いじめ
の早期
発見 
 
 

生徒に早い段
階から的確に
関わり、いじ
めを隠したり
軽視すること
なく積極的に
いじめを認知 

教職員の「気
づき」力の向
上 

・本校独自
のアンケ
ート調査
の実施
（年３
回） 

・相談窓口
の周知と
相談しや
すい環境
づくり 

・定期的な
個別面談
や教育相
談会議の
実施と職
員間の情
報の共有
及び連携 

Ａ 学校評価アンケートでは、
悩みや困りごとの相談状況に
ついて、９１％（前年度９０
％）の生徒が本校職員が誠実
に対応していると回答してい
る。保護者についても９２％
（前年度９０％）が同様の回
答をしており、いじめの早期
発見のための職員と生徒・保
護者の信頼関係、相談環境は
着実に整いつつある。また、
学校カウンセラーとの連携、
心のアンケート等を活用した
職員間の情報共有、連携もと
れており、いじめの有無に関
わらず生徒の細かな変化も見
逃さない体制も整っている。 

いじめ
への対
処 
 
 

いじめを把握
した場合の対
処の在り方に
ついて理解を
深め適切に対
処 

・組織的な早
期の対応 

・被害生徒を
守り、教育
的配慮の
下、毅然と
した態度で
加害生徒を
指導する 

・保護者の協
力を得て関
係機関等と
連携し、対
応に当たる 

・直ちに
「いじめ
防止対策
委員会」
に情報を
伝え、委
員会が中
心となり
対応する 

・被害生徒
や通報者
の安全確
保、関係
生徒に対
する事実
確認 

・被害・加

Ａ いじめと認知した事案につ
いては、担任を中心に学年職
員、生徒指導主事の他、養護
教諭、学校カウンセラーを含
めた複数の職員で組織的に対
応できている。また、学校評
価アンケートでは、８７％
（前年度８２％）の保護者が
学校、担任、保護者の連携が
上手くいっていると回答して
おり、関係する事態が発生し
たときに保護者との協力体制
を円滑に確保する状況が作ら
れている。 



害生徒の
保護者へ
の連絡、
教育委員
会や警察
署等の関
係機関と
の連携 

  

環
境
教
育
の
推
進 

  環境に
対する
意識の
高揚 
 

校内外の清掃
・整頓とエコ
活動 

学校版環境Ｉ
ＳＯに取り組
む 

・生活委員
会の活性
化 

・ゴミの分
別回収の
推進 

Ｂ 学校評価アンケートで
は、環境美化に関して、８
７％（前年度８４％）の生
徒がしっかりと取り組んで
いると回答している。ま
た、同項目の職員の回答も
１００％（前年度８５％）
となっており、環境に対す
る意識の高揚が確認でき
る。一方、実際の活動では
生活委員がゴミ分別を行っ
たが、分別が追いつかず、
うまく分別回収ができない
状況もあり、今後は、表示
を明確にし、ゴミをスムー
ズに分別して出せるよう改
善する必要がある。 

ボラン
ティア
活動に
対する
意識の
高揚 

校内外の諸活
動への積極的
な参加 

日常生活にお
ける奉仕の精
神の発揮 

・ボランテ
ィア部の
清掃活動
を学期に 
２回以上
実施 

・エコキャ
ップ運動
の活性化 

Ｂ 本年度のボランティア活
動への参加者はのべ３０３
人（前年度２３５人）で前
年度を大きく上回ってい
る。増加の背景としては、
生徒のボランティアの機会
を増やすために校内ボラン
ティア清掃の回数を前年度
から２倍に増やしたこと、
地域からのボランティア要
請が増えたことがある。各
ボランティアにおける生徒
の活動状況は良好で、活動
の意味や意義についての理
解も進んでいる。今後は、
これらの経験を基に自発的
に地域の活動に参加できる
よう働きかけていく必要が
ある。 

 

保
健
教
育
・
保
健
管
理
の
推
進 

 生活習
慣の確
立 
 
 

自己管理能力
の育成 

・健康観察の
継続 

・職員間の情
報交換を密
に行い、生
徒に全職員
で関わる 

 

・生活習慣
アンケー
トの分析
と活用 

・保健委員
によるク
ラスの健
康管理 

Ｂ 生活習慣アンケートの結
果では、朝食の摂取、睡眠
時間、スマホ・携帯の使用
時間等において、概ね自己
管理できている。しかし、
２回（１学期、２学期）の
調査の比較では、朝食の摂
取状況、睡眠状況、携帯・
スマホの使用状況の全てで
若干マイナスの方向に動い
ている。今後は、定着しつ
つある生活習慣アンケート
の活用や生徒の健康管理に
おける保健委員の活用等を
さらに進める必要がある。 



教育相

談 

教育相談活動
の充実 

生徒支援体制
の確立と強化 

・ＳＣの活
用と連携 

・継続した
支援活動
の確立と
情報及び
支援方法
の共有 

Ｂ 学校評価アンケートで
は、悩みや困りごとの相談
状況について、９１％（前
年度９０％）の生徒が本校
職員が誠実に対応している
と回答している。職員も９
６％（前年度１００％）が
同様の回答をしている。生
徒の評価が高い理由とし
て、支援の必要な生徒への
スクールカウンセラーと連
携した相談活動の実施があ
げられる。 

 

学
校
安
全
・
防
災
教
育
の
推
進 

学校安
全の取
組 

危機管理能力
の育成 

避難訓練、救
急救命法等の
研修の活用 

・災害時に
生かせる
訓練内容
の計画 

・行事毎の
危機管理
マニュア
ル確認徹
底 

Ａ 学校安全の取組にさまざ
まな工夫を加えることで、
生徒の防災、危機管理に係
る意識を高めることができ
た。取組上の工夫として
は、小中学校と合同の避難
訓練の実施、生徒・保護者
がともに学ぶ救急救命講習
の他、大雨、台風への備え
を家庭に促す啓発リーフレ
ットの配布等を実施した。 

本年は、大雨、台風、大
雪等の荒天による休校、授
業打切り等の措置を行った
が、生徒・職員の冷静な行
動と対応により事故やけが
を防止することができた。 

 

地
域
連
携 

防災型
コミュ
ニティ
スクー
ルの推
進 

地域住民や関
係機関との連
携 

・危機管理
（防災）マニ    

ュアルの充 
実 

・防災意識の
高揚 

・地域、関
係機関の
人材活用 

・地域、関
係機関と
連携した
防災行事
（避難訓
練等）の
実施 

Ａ 防災型コミュニティスク
ールを実施（全３回）し、
各関係機関の防災担当によ
る話し合いを行い、各機関
が想定する被害や発災時の
対応の在り方について情報
を共有できた。この情報を
基に、発災時の本校の役割
を整理し、他機関との連携
を踏まえた形で危機管理マ
ニュアルを見直した。防災
マニュアル見直しと並行し
て近隣の小中学校との合同
避難訓練を計画、実施する
なかで防災を軸とした学校
間の連携を深めることがで
きた。 



 
 

 

図
書
館
教
育
の
充
実 

  読書セ
ンター
として
の役割 

・読書習慣の
定着 

・将来にわた
る読書習慣
の涵養 

・地域貢献 

・貸出冊数生
徒一人あた
り２０冊 

・朝読書の徹
底と充実・
図書館利用
の活性化 

・地域への情
報発信 

・教室巡回
を行い、
全校で朝
読書に取
り組む環
境を作る 

・世の中の
話題や生
徒のリク
エストに
応じた図
書の購入 

・図書館内
外の掲示
や広報に
よる利用
促進 

Ｃ 学校評価アンケートの関係
項目では、朝読書を通じて読
書の習慣化ができていると回
答した生徒が昨年度の７１％
から６６％に減少している。
また、生徒一人あたりの貸し
出し冊数も１１．６冊と目標
を達成することができていな
い。読書の習慣化については
学年ごとに回答状況が異なっ
ており、朝読書の徹底が不十
分であったためである。 

地域への情報発信に関して
は、天草市立図書館との連携
により、牛深地区小中高図書
委員会おすすめの本ＰＯＰ巡
回展に参加する等で地域の小
中学校に本校図書館をアピー
ルするとともに、活動を通じ
て図書委員会活動の活性化に
つながった。 

情報収
集能力
の育成 

・情報収集能
力の育成 

・状況に合わ
せた適切な
資料（図
書、新聞
紙、インタ
ーネット
等）や情報
を取捨選
択、活用で
きる能力の
育成 

・授業におけ
る図書館の
利用 

・教科や各
部と綿密
な連携を
図り、必
要とする
資料を事
前に準備
するとと
もに、生
徒の調べ
学習を援
助 

Ｂ 学校評価アンケートの関係
項目では、図書館を活用して
情報を収集できると回答した
生徒が８０％で前年の８２％
を若干下回っている。ただ
し、３年次生の回答は９２％
と高く、卒業課題研究（総
学）や各教科の授業での積極
的な利用の成果と評価でき
る。今後は、１・２年次の授
業でも一層活用が進むよう、
教科や各分掌部に学習支援の
ための図書館コンテンツを発
信する必要がある。 

    
４ 学校関係者評価 

自己評価については妥当な評価がなされており、自己評価を基にした「成果と課題」も適
切に整理されている。 

授業や行事における生徒の様子からは、高校生としての成長を感じる。その背景の一つと
して、中学校や地域と連携した教育活動が評価できるが、今後ますます連携を深めることに
期待したい。次年度は、地域の中での存在感をさらに高める取組に期待しており、保護者、
地域の代表として参加している我々関係者も積極的に応援していきたい。 

 

５ 総合評価 
（１）人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 
   大項目「人権教育の推進」及び「いじめの防止等」の評価を総合して、人権に係る各

種教育活動を適切に展開し、生徒の成長を促すことができたと評価する。 
（２）豊かな人間性と品格を備えた生徒の育成 
   大項目「生徒指導」及び小項目「ボランティア活動に対する意識の高揚」の評価を総

合して、人間性の育成には一定の評価を与えることができるが、品格の要素である知的
素養の育成については、大項目「図書館教育の充実」及び小項目「基礎学力の定着」に
おいて改善が求められる。 

（３）生徒の未来を輝かせるキャリア教育の実践と学力の充実 
   大項目「キャリア教育」の評価を総合して、生徒のキャリア意識の育成の点で実践上

大きな成果があったと評価する。しかし、学力の充実に関して、小項目「基礎学力の定
着」の学習習慣の定着に課題が認められる。 

（４）開かれた学校づくり・魅力あふれる学校づくり 
   「学校の魅力創造と発信」「『地域を担う人材』の育成」「ボランティア活動に対す

る意識の高揚」の三つの小項目及び大項目「地域連携」の評価を総合して、開かれた学



校づくり、魅力あふれる学校づくりの両面で、大きな成果があったと評価する。 
（５）特色ある教育活動の実践と工夫 
   小項目「学校の魅力創造と発信」及び「『地域を担う人材』の育成」の評価を総合し

て、数々の特色ある教育活動を実践し、広く発信できたと評価する。 
（６）学校の教育力を高める手立ての開発 
   小項目「学校改革のさらなる推進」「教科指導力の向上」「進路指導力の向上」他、

職員の教育指導力の向上に係る評価を総合して、それぞれの指導力を高める手立てが適
切に機能していると評価する。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 学校評価全体に係る課題として、設定した具体的目標達成のための進行管理が不十分であ
ったことがあげられる。これに対する改善方策として、学校評価の総括段階で外部アンケー
トや各種データを活用して成果と課題を徹底して検証、整理した。加えて、これらの検証と
整理を基に、年度内に平成３０年度の学校評価計画表（仮）を全職員参画のもとで作成し、
具体的目標と方策の共有化を図る。 

 


